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１．対象事業 

項目 内容 

検討年度 令和５年度（２０２３年度） 

事業名 豊中市立上野小学校改築（建替え）事業 

事業目的 

上野小学校は建築後６０年以上が経過し、老朽化が進んでいる。また、高

低差のある敷地や児童数の増加により、建築当時とは異なる学校運営上の

課題が生じている中で、設計・建設を事業者に委ね、長期的な観点での整

備コストの縮減と質の確保を図ることを目的とする。 

事業内容 

本事業は、「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する

法律（平成 11 年法律第 117 号）」に準じ、本市が資金を調達し、上野小学

校の既存施設の解体、新施設の設計・建設までの一連の業務を、本市と契

約を締結した事業者が行う方式（ＤＢ: Design Build）により実施する。 

担当部署  教育委員会事務局  学校施設管理課 

評価 簡易評価・詳細評価 

 

２．評価結果 

項目 内容 

比較した手法 従来手法・DB 方式 

評価の前提条件 

（事業範囲や期間等） 

事業範囲：上野小学校の既存施設の解体、新施設の設計・建設 

事業期間：設計・施工期間 令和 7 年 4 月～令和 14 年 3 月 

評価結果 

（採用手法等） 

DB 方式 

評価理由 

簡易評価においては、本事業を DB 方式により実施する場合、事業

期間全体の市の財政負担見込額は現在価値化後で 63.9 億円程度と試算

される。従来型方式と比較して、3.5 億円程度の財政負担軽減効果があ

ると試算され、VFM（現在価値化後）は 5.2％程度となる。一方、定性

的評価においては、（仮称）南校詳細評価時と同様に学校という事業特

性上、施設（学校）の運営業務や付帯事業等の可能性がなく、民間の経

営ノウハウを活かした利益還元によるコスト縮減効果を期待すること

ができないと評価した。また、設計から維持管理・運営までを一括して

民間事業者に委ねることにより発揮される創意工夫やノウハウの活

用、ライフサイクルコストの削減といった DBO 方式または PFI 方式

だからこそ発揮されるメリットは、学校を対象とした事業では見出し

にくく、特に、公共施設の包括施設管理委託をおこなっている本市にお

いては、上野小学校のみをその包括施設管理委託から除くことはメリ
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ットとならないと考えた。他方、民間事業者のノウハウ活用による魅力

的な施設整備への提案やコスト縮減に向けては、DB 方式の採用により

効果が期待できる。また、（仮称）南校詳細評価時においても、民間事

業者の参入可能性に関する市場調査において、事業への取り組みやす

さなどの理由から DB 方式が適当であるとの回答が最も多く、DBO 

方式及び PFI 方式ではコンソーシアムの組成や自社内技術者の配置等

の調整のための十分な期間を確保することが困難などの課題が挙げら

れていた。これらの課題等を踏まえ、本事業への参加企業の増加及びこ

れによる良好な競争環境の確保をより図るためには、DB 方式による実

施が有利といえる。以上により、施設への民間ノウハウの活用とコスト

の縮減が期待できる DB 方式を導入することが、本市にとって最もメ

リットがあると評価した。  

なお、当該事業と同種の前例事例となる、（仮称）南校の事例実績と照

らし、当該採用手法の導入が適切であると政策会議において認められ

たため「豊中市公民連携手法の選定に関する基本指針」に定める規定に

より詳細評価を経ることなく当該採用手法を導入するものである。 

 


